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第１章　はじめに

この資料はＡＳ－５２５０の使い方を説明するものです。

使用に先立ちカード上のジャンパ設定を正しく行なう必要があります。

１・１　概要

ＡＳ－５２５０は、外部回路との間で電気的絶縁を必要とする入出力信号に対して、

８０チャンネルの出力を持ったフォトカプラ結合型インタフェースボードです。

出力ポートとしてダーリントン型フォトカプラを使用しておりオープンコレクタで出

力されています。出力トランジスタのエミッタは１ポートごとにまとめられています。

また、オプションとしてフォトカプラの代わりにフォトＭＯＳリレーを使用した駆動

能力の高いモデルも準備されています。詳細は山下システムズまでお問い合わせ下さい。

１・２　特徴

●　１０ポート　８０チャンネルの電気的に絶縁された出力

●　出力はオープンコレクタ トランジスタ出力で、標準では５０ｍＡ１２Ｖ

●　各ポート毎に信号線がまとめられておりポートごとに絶縁が可能

●　＋５Ｖ単一電源（絶縁側を除く）

●　ＩＳＡバス　コンパチブル
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１・３　仕様

●　語長

　　データ８ビット

　　入出力アドレス　１６ビット（１０ビットデコードにも対応）

●　出力チャンネル数　８０チャンネル（８ビット　１０ポート）

●　出力定格　　オープンコレクタ

１２Ｖ／５０ｍＡ

●  バス規格

    ＩＳＡ ８ビット

●  バスクロック

    ８Ｍｈｚまで対応

● 動作電源

   ＋５Ｖ ±５％  １．０Ａ最大（但し、外部電源側は含まず）

● 動作温度範囲

  ０～＋６０℃（但し、結露せぬこと）

● カード寸法

  横寸法 １８５ｍｍ

  縦寸法 １２２ｍｍ

  ＩＳＡバス １スロットを占有

● ＩＳＡバスエッジコネクタ

  ６２ピン＋３４ピン 両サイド ２．５４ｍｍピッチ

● パラレル出力コネクタ

１００ピン ２列 ＭＤＲタイプコネクタ

（３Ｍ社 １０２Ａ０－５２０２ＪＬ）

適合ケーブル側コネクタ ３Ｍ社 １０１Ａ０－６０００ＥＬ

              シェル   ３Ｍ社 １０３Ａ０－Ａ２００－００
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図１　フォト・カプラ出力回路
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Ｊ１　出力コネクタ

No 信号名 No 信号名 No 信号名 No 信号名

１ ﾎﾟｰﾄA ﾋﾞｯﾄ0 26 ﾎﾟｰﾄF ﾋﾞｯﾄ0 51 ﾎﾟｰﾄA ﾋﾞｯﾄ1 76 ﾎﾟｰﾄF ﾋﾞｯﾄ1

２ ﾎﾟｰﾄA ﾋﾞｯﾄ2 27 ﾎﾟｰﾄF ﾋﾞｯﾄ2 52 ﾎﾟｰﾄA ﾋﾞｯﾄ3 77 ﾎﾟｰﾄF ﾋﾞｯﾄ3

３ ﾎﾟｰﾄA ﾋﾞｯﾄ4 28 ﾎﾟｰﾄF ﾋﾞｯﾄ4 53 ﾎﾟｰﾄA ﾋﾞｯﾄ5 78 ﾎﾟｰﾄF ﾋﾞｯﾄ5

４ ﾎﾟｰﾄA ﾋﾞｯﾄ6 29 ﾎﾟｰﾄF ﾋﾞｯﾄ6 54 ﾎﾟｰﾄA ﾋﾞｯﾄ7 79 ﾎﾟｰﾄF ﾋﾞｯﾄ7

５ ﾎﾟｰﾄA ｺﾓﾝ 30 ﾎﾟｰﾄF ｺﾓﾝ 55 ﾎﾟｰﾄA ｺﾓﾝ 80 ﾎﾟｰﾄF ｺﾓﾝ

６ ﾎﾟｰﾄB ﾋﾞｯﾄ0 31 ﾎﾟｰﾄG ﾋﾞｯﾄ0 56 ﾎﾟｰﾄB ﾋﾞｯﾄ1 81 ﾎﾟｰﾄG ﾋﾞｯﾄ1

７ ﾎﾟｰﾄB ﾋﾞｯﾄ2 32 ﾎﾟｰﾄG ﾋﾞｯﾄ2 57 ﾎﾟｰﾄB ﾋﾞｯﾄ3 82 ﾎﾟｰﾄG ﾋﾞｯﾄ3

８ ﾎﾟｰﾄB ﾋﾞｯﾄ4 33 ﾎﾟｰﾄG ﾋﾞｯﾄ4 58 ﾎﾟｰﾄB ﾋﾞｯﾄ5 83 ﾎﾟｰﾄG ﾋﾞｯﾄ5

９ ﾎﾟｰﾄB ﾋﾞｯﾄ6 34 ﾎﾟｰﾄG ﾋﾞｯﾄ6 59 ﾎﾟｰﾄB ﾋﾞｯﾄ7 84 ﾎﾟｰﾄG ﾋﾞｯﾄ7

10 ﾎﾟｰﾄB ｺﾓﾝ 35 ﾎﾟｰﾄG ｺﾓﾝ 60 ﾎﾟｰﾄB ｺﾓﾝ 85 ﾎﾟｰﾄG ｺﾓﾝ

11 ﾎﾟｰﾄC ﾋﾞｯﾄ0 36 ﾎﾟｰﾄH ﾋﾞｯﾄ0 61 ﾎﾟｰﾄC ﾋﾞｯﾄ1 86 ﾎﾟｰﾄH ﾋﾞｯﾄ1

12 ﾎﾟｰﾄC ﾋﾞｯﾄ2 37 ﾎﾟｰﾄH ﾋﾞｯﾄ2 62 ﾎﾟｰﾄC ﾋﾞｯﾄ3 87 ﾎﾟｰﾄH ﾋﾞｯﾄ3

13 ﾎﾟｰﾄC ﾋﾞｯﾄ4 38 ﾎﾟｰﾄH ﾋﾞｯﾄ4 63 ﾎﾟｰﾄC ﾋﾞｯﾄ5 88 ﾎﾟｰﾄH ﾋﾞｯﾄ5

14 ﾎﾟｰﾄC ﾋﾞｯﾄ6 39 ﾎﾟｰﾄH ﾋﾞｯﾄ6 64 ﾎﾟｰﾄC ﾋﾞｯﾄ7 89 ﾎﾟｰﾄH ﾋﾞｯﾄ7

15 ﾎﾟｰﾄC ｺﾓﾝ 40 ﾎﾟｰﾄH ｺﾓﾝ 65 ﾎﾟｰﾄC ｺﾓﾝ 90 ﾎﾟｰﾄH ｺﾓﾝ

16 ﾎﾟｰﾄD ﾋﾞｯﾄ0 41 ﾎﾟｰﾄI ﾋﾞｯﾄ0 66 ﾎﾟｰﾄD ﾋﾞｯﾄ1 91 ﾎﾟｰﾄI ﾋﾞｯﾄ1

17 ﾎﾟｰﾄD ﾋﾞｯﾄ2 42 ﾎﾟｰﾄI ﾋﾞｯﾄ2 67 ﾎﾟｰﾄD ﾋﾞｯﾄ3 92 ﾎﾟｰﾄI ﾋﾞｯﾄ3

18 ﾎﾟｰﾄD ﾋﾞｯﾄ4 43 ﾎﾟｰﾄI ﾋﾞｯﾄ4 68 ﾎﾟｰﾄD ﾋﾞｯﾄ5 93 ﾎﾟｰﾄI ﾋﾞｯﾄ5

19 ﾎﾟｰﾄD ﾋﾞｯﾄ6 44 ﾎﾟｰﾄI ﾋﾞｯﾄ6 69 ﾎﾟｰﾄD ﾋﾞｯﾄ7 94 ﾎﾟｰﾄI ﾋﾞｯﾄ7

20 ﾎﾟｰﾄD ｺﾓﾝ 45 ﾎﾟｰﾄI ｺﾓﾝ 70 ﾎﾟｰﾄD ｺﾓﾝ 95 ﾎﾟｰﾄI ｺﾓﾝ

21 ﾎﾟｰﾄE ﾋﾞｯﾄ0 46 ﾎﾟｰﾄJ ﾋﾞｯﾄ0 71 ﾎﾟｰﾄE ﾋﾞｯﾄ1 96 ﾎﾟｰﾄJ ﾋﾞｯﾄ1

22 ﾎﾟｰﾄE ﾋﾞｯﾄ2 47 ﾎﾟｰﾄJ ﾋﾞｯﾄ2 72 ﾎﾟｰﾄE ﾋﾞｯﾄ3 97 ﾎﾟｰﾄJ ﾋﾞｯﾄ3

23 ﾎﾟｰﾄE ﾋﾞｯﾄ4 48 ﾎﾟｰﾄJ ﾋﾞｯﾄ4 73 ﾎﾟｰﾄE ﾋﾞｯﾄ5 98 ﾎﾟｰﾄJ ﾋﾞｯﾄ5

24 ﾎﾟｰﾄE ﾋﾞｯﾄ6 49 ﾎﾟｰﾄJ ﾋﾞｯﾄ6 74 ﾎﾟｰﾄE ﾋﾞｯﾄ7 99 ﾎﾟｰﾄJ ﾋﾞｯﾄ7

25 ﾎﾟｰﾄE ｺﾓﾝ 50 ﾎﾟｰﾄJ ｺﾓﾝ 75 ﾎﾟｰﾄE ｺﾓﾝ 100 ﾎﾟｰﾄJ ｺﾓﾝ

Ｊ１ ＭＤＲ １０２Ａ０－５２０２ＪＬ

50

100 51

１
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第２章　ジャンパ設定

この章では，ＡＳ－５２５０を使用する場合に必ず行わなければならない設定につい

て説明します。

２・１　ベースＩ／Ｏアドレスの設定

Ｉ／Ｏアドレスは，Ａ０～Ａ１５までの１６ビットもしくはＡ０～Ａ９までの１０ビ

ットが有効です。Ａ０～Ａ３までの４ビットについては表２・１に示すようにカード上

のポートを指定します。

Ａ４～Ａ９までの６ビットについてはジャンパポストＰ１の設定、Ａ１０～Ａ１５ま

での６ビットについてはジャンパポストＰ２の設定によりユーザが指定します。なお、

ＰＣ－ＡＴアーキテクチャでは予約となっているＩ／Ｏアドレスが多いので空きを選ん

で設定する必要があります。通常１００Ｈ～１６ＦＨもしくは１８０Ｈ～１ＥＦＨの間

を使用することを薦めます。

プラグ＆プレイ機能には対応していませんので必ずジャンパによってアドレスを指定

して下さい。

表２・１　ポートの割り当て

Ｉ／Ｏアドレス                    ポート

ＸＸＸＸＸＸ００００ｂ            出力  ポートＡ

ＸＸＸＸＸＸ０００１ｂ            出力  ポートＢ

ＸＸＸＸＸＸ００１０ｂ            出力  ポートＣ

ＸＸＸＸＸＸ００１１ｂ            出力  ポートＤ

ＸＸＸＸＸＸ０１００ｂ            出力  ポートＥ

ＸＸＸＸＸＸ０１０１ｂ            出力  ポートＦ

ＸＸＸＸＸＸ０１１０ｂ            出力  ポートＧ

ＸＸＸＸＸＸ０１１１ｂ            出力  ポートＨ

ＸＸＸＸＸＸ１０００ｂ            出力  ポートＩ

ＸＸＸＸＸＸ１００１ｂ            出力  ポートＪ
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ジャンパポストＰ１の設定

１□  □12   address bit ４  （接続するとこのビットが０で選択）

２□  □11   address bit ５  （     〃      ）

３□  □10   address bit ６  （     〃      ）

４□  □９   address bit ７  （     〃      ）

５□  □８   address bit ８  （     〃      ）

６□  □７   address bit ９  （     〃      ）

ジャンパポストＰ２の設定

１□  □14   address bit 10   (接続するとこのビットが０で選択)

２□  □13   address bit 11  （     〃      ）

３□  □12   address bit 12  （     〃      ）

４□  □11   address bit 13  （     〃      ）

５□  □10   address bit 14  （     〃      ）

６□  □９   address bit 15  （     〃      ）

７□  □８   １６ビットアドレス選択（接続で１６ビット指定／無接続で

                                     １０ビットアドレス指定）

たとえば、１０ビットアドレス指定で１８０Ｈ番地をボードアドレスとするには、Ｐ

１の６－７、３－１０、２－１１、１－１２をジャンパ接続し、Ｐ２はすべて無接続と

します。その場合、ＡＳ－５２５０は、１８０Ｈ～１８９Ｈを占有します。

２・２　データと入出力信号について

ＡＳ－５２５０の出力ポートにＣＰＵからデータを書き込んだ場合、“１”を書き込

んだビットは出力のトランジスタがオンとなり、“０”を書き込んだビットは出力のト

ランジスタがオフとなります。

入出ポートにはラッチ回路があり、一度書き込んだデータは電源が切れるか、リセッ

トがかかるまで保持されます。ＩＳＡバスからのリセット信号が掛かるとラッチはクリ

アされ出力トランジスタはすべてオフ状態になります。

ラッチに書き込んだデータをＣＰＵ側から読み出すことはできません。内容

を記憶する必要がある場合は、ソフトウエアでメモリ上に控えを残しておいて下さい。
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なお、フォトカプラの動作には数１０μｓ程度の遅延が発生します。外部回路とのタ

イミング合わせが必要なアプリケーションでは注意して下さい。
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第３章　プログラム例

３・１　初期設定のプログラム

ＡＳ－５２５０のポートは、出力専用となっており特に初期設定をする必要はありま

せん。

３・２　データ出力プログラム例

ＡＳ－５２５０の出力ポートにデータを書き込めば書き込んだ内容に応じて出力のオ

ープンコレクタトランジスタが、オン、オフします。“１”を書き込んだビットがオン、

“０”を書き込んだビットがオフとなります。

プログラムは以下のような簡単なものです。必ず８ビット単位で書き込みを行って下

さい。１６ビット出力命令を使用して２ポートを同時に書き込むことはできませんので

注意して下さい。

； ＡＬレジスタの内容を出力ポートＡに書き込み

； ボードアドレス設定は、１８０Ｈとします。

；

output:

mov dx,180h ; 出力 port A アドレス指定

out dx,al


